
下となったときの運転速度は毎時 15 km 以下と し ， 先行事問が

停止したときは 3m 以上の距離を置いていったん停止しなけれ

fまならない。

エ 後位の運転室で操縦する場合の運転速度， 退行主I!転の湯

合の運転速度， 入後運転の場合の運転速度，鎖錠されていない

転轍総(てんてっき)を対向して通過する場合の運転速度は，

おのおの毎時 15 km 以下である 。

オ 車両が曲線を通過する場合の制限速度は車両の安定度に

応じ，軌道経営者において定め，その制限速度をこえて運転し

てはならなL 、。

カ 車両が下り勾配線を通過する場合の制限速度は車両の制

動距離に応じ ， 軌道経営者において定め， その制限速度をこえ

て巡転してはならない。

キ 保安方式箆線運転を待っている区間， 全線を通 じて 2

側以上の車両を運転しない線区， 全線を通じて最高速度毎日寺 25

km 以下で平均速度 16km 以下の線区は保安方式を施行しなく

てよい。その他の線区は保安区聞を設けて保安方式を施行する

ことになっている。

タ 軌道信号として欽道信号 と奥な った信号現示方式を定め

ている。ー」軌道法。地方鉄道運転規則。(高野唯治)

きどううんゆきてい 軌道運輸規程 鉄道の運輸営業につい

ては， 鉄道営業i去および鉄道運輸規程が定められているが，軌

道にはこれらの法令が適用されないから，これにかわるものと

して軌道運輸規程が大正 1 2 年鉄道省令第 4 号をも って制定さ

れた。その内容は総則， 旅客運送，荷物運送および閉ftlJの 4 章

22 条から成っている。

鉄道と軌道とはひとしく陸上の交通機関であるが， 軌道は道

路上に敷設されることが原則であるため，その適用法令もべつ

にな っているが両者に共通の事項も相当多い。すなわち軌道運

輸規程において鉄道営業法または鉄道運輸規程を準用する事項

としては ， 一定の条件を具備した場合の運送引受義務，運賃償

還の消滅時効， 旅客 ・ 荷主および公衆の係員指示にしたがう義

務， 旅客運賃のE算払要求，客車内持込禁制]品の範囲， 直に運送

を為し得べき貨物の受耳主義務および運送Ii慎序，運送品の極類 ・

性質等の Iy'j 告および点検，引渡期間経過後の引渡不能貨物に対

する損容賠償， 運送品の寄託綾お よび所有権取得，一般貨物の

依卸負担責任， 危険品の品名詐称および運送状記載運賃不足の

きどうかいろ

3 車内喫煙 市街地を運転する客車内および軌道において

とくに指定した客車内て寸主喫煙を禁止する(第 7 条)。

4 同事運送長尺物， 童全品 ， かっ大品 ， 危害を他におよ

ぽすおそれのある物品ならびに臭気を発し不潔な物品は， 旅客

と同ーの車両で巡送してはならなし、(第 11 条) 。

5 危険品運送 軌道は火薬類その他の危険品を運送しては

ならなし、(第 12 条)。

6 死体運送 死体を運送する場合は， 託送者が付添人を付

けてそのE宣告11 しをさせる(第 13 条)。

7 小動物巡送 犬その他の小動物を託送する場合は， 逸出

するおそれのない答誌に'@.れなければならなし、(第 14 条) 。

8 荷物引取 運送状の交付を請求しない荷物が到着したの

ら 6 時間以内にこれを引取らないときは， 荷物保管料を請求す

ることができる(第 1 5 条) 。

9 特例扱 軌道の運輸は原則としてこの規程によること

になっているが，特別の理由があれば運輸大臣の許可を受けて

これによらないことができるばかりでなく， 運輸大臣は軌道の

状況によって ， この規程以外の特別の運輸を命ずることができ

る(第 l 条)。ー」軌道法。.tfu方鉄道法。(高橋与三吉)

きどうえんちょう 軌道延長 敷設された軌道(鉄道線路)の

突iJli)の長さの合計 ， 換言すると 全部の軌道を 1 本につないだ長

さをいう。

その算定は本線， 準本線については軌道本数にその区間のL線

路延長1 を乗じ，またflIlj線および専用側線については， 敷設軌

道の笑iJllJキロ程を集計した全延長 km を基準とし ， キロ程イrjl紛

の差(停車場移転， 勾配〔こうばい〕変更， 曲線緩和等改良工事

のため，最初Jの突iRlJ~巨書誌に変更のあったときの差)を差引し ，

さらに併用軌道(駅から他の線が分岐する場合， ある距離だけ

線路を共用し，途中から分れるとき，その共用区間)のキロ程

と，無軌道区間のキロ程とを与[\，、て計算する。

無軌道区間 と 無軌道区間

は図のように分

岐釈において ，

分岐線の終端が

.‘ 駅中心に達しな 令悟ー- It 

いときなどに生 型駆

‘ 哩L Sも‘各
ずる。 L線路延 [ m 明

湯合の運賃汗l運賃の併収，運送状および貨物引後証の記載ÅJj:項， 長1 は釈中心聞ではかるため， 上記のi場合実際は線路延長より

保管料 ・ 留置料の請求権， 一時預り 品の滅失 ・ き損に対するm 少ないこととなる。この少ない部分を無軌道区間と Lづ。(問中

容賠償，荷物事故に対する証明義務，運賃・料金の支払義務な ー附

どである。 きどうかいろ 軌道回路 (英) track circuit 電源が軌道変

また鉄道と同じ趣旨によって定められているが，内終に若干 圧器または電池て♂あり負荷として軌道継電球を接続し， その間

相違のある事項としては，運賃 ・ 料金その他の運送条件の公示， の導線の大部分として軌条を利用した電気回路。軌条を導線と

運賃表 ・ 述伝時刻表などの掲出，来事券の検査 ・ 取集に応じる して使用し， その両端を軌条絶縁で区切られた電気回路であり ，

義務などである。 一般の電線を導体とした電気回路すなわち線条回路の対話てずあ

さらに鉄道と異なった規定，すなわち軌道独自の規定のうち， る(図ー1) 。

おもなものを挙げるとつぎのとおりである。 軌道変圧総または電池を電源として限流装置を通して送匂し，

l 公告JUl間 運賃 ・ 料金その他の運送条件を加1m しようと ポ γ ドによって接続された軌条を母体として， 軌道継電総を働

するときは， 地方鉄道は 7 日間以上公告を要する ことになって かせるものが軌道回路でらって，理論的には軌条イ γ ピ ー ダ γ

いるが，軌道は軌道運輸規程第 2 条第 2 項の特例に l立l する件 スと砂利漏えい主主抗とから成立つ分布定数回路の特殊な場合で

(11百和 22 年運輸省令第 16 号)によって公告知j間を要しない(第 ある。軌道回路は信号保安装置の基本であって ， これを際成す

2 条)。 る軌道の部分の列車の有無を該装置に反映させるものであ る。

2 小児童E賃 均一制運賃制度を採用している軌道および主 この軌道の部分に列車が進入すると ， その両軌条聞が率制lにょ

として rlï街地内の運輸を目的としている軌道では，旅客に同伴 って短絡され，軌道継電訴には電流がほとんど流れな くなり ，

される i!県民扱以外の 12 才未満の小児に対しては小児巡賃(半 その軌道継電球は動作を失い， これによってその部分の列車の

瀬)を設けなくてもよい(第 6 条)。 存在がチュックされるのである。軌道回路を極々な聞から分類




